
実績値
（時点）

取組内容

実績値
（時点）

取組内容

（１） 認知度
町田にはいろいろな魅力があるだけに、それが認知され

ていないのは残念な状況であるため、認知度の向上に取り
組んでいく必要がある。

・町田の魅力や強みを生かした観光情報は、認知度を高め

るために、より見つけやすく、届きやすくする工夫が必要で

ある。

・駅における観光情報の充実と、ぽっぽ町田に観光情報があ

ることの認知度を向上させる必要がある。

・広報事業と連携して、まちのブランディングを強化していく

必要がある。

目標評価人の意見

（２） 目標・指標

事業の目的に適した
成果指標を設定する。

（２） 目標・指標

①イベント毎に満足度やリピーター率などの適切な成果指
標（アウトカム指標）を設定する。

②アンケート等を実施し、効果を測定する。

（３） ターゲット・実施方法

①さがまちコンソーシアム※等と連携して、若者を対象とした
イベントを実施する。

※さがまちコンソーシアム：町田市と相模原市の行政と、大学、NPO

法人、企業など、さまざまな主体が連携し、それぞれの特性を活か
した協働を通じて、魅力あふれる地域社会を創造することを目指す
団体

（２） 目標・指標
成果指標について、現在設定している観光入込客数より

も、観光客数等の実態調査で調べている満足度などを指標
にすることを考えてほしい。また、現在設定している指標
について、環境整備の実施件数といった取組指標（アウト
プット）ではなく、成果で測定するような指標（アウトカム指
標）を設定する必要がある。

・指標は取組指標（アウトプット指標）ではなく、事業の目的に

適した成果指標（アウトカム指標）を設定する必要がある。

（３） ターゲット・実施方法
イベントなどを実施する際はターゲットを絞り、有効な

誘客策を検討し、実施してほしい。

・ターゲットを絞り、ターゲットに応じた有効な誘客策を検討
する必要がある。
・市民団体等と連携するなどして、町田市の特性を活か
した観光施策を実施する必要がある。

結果

指標
現状値
（時点）

目標値
（時点）

①指標
の設定

②アン
ケート等
の実施

①－
（2020年
3月）

②－
（2020年
3月）

①設定
（2020年
6月）

②実施
（2021年
3月）

指標
現状値
（時点）

目標値
（時点）

①周知
回数
（年間）

②マニュ
アルの
作成

③掲載
方法の
検討

①－
（2020年
3月）

②－
（2020年
3月）

③－
（2020年
3月）

①4回
（2021年
3月）

②作成
（2020年
12月）

③検討
完了
（2021年
3月）

指標
現状値
（時点）

目標値
（時点）

①実施
回数
（年間）

①－
（2020年
3月）

①1回
（2020年
11月）

実績値
（時点）

取組内容

（３） ターゲット・実
施方法

現在実施しているイ
ベントでは、若者向
けのコンテンツが少
ないため、若者を
ターゲットとしたイベ
ントを企画する必要
がある。

実施にあたっては、
大学等と連携して
行う。

改善の基本的な考え方

（１） 認知度

町田の魅力や強みを
明確にし、その情報
を市民や観光客に着
実に伝えていく。

事業所管課の改善に向けた具体的な取組

（１） 認知度

①小田急やＪＲと連携し、小田急改札前のタッチパネル式
情報発信端末「町田みんなのプラットフォーム」や駅構内の
パンフレットスタンドなどを活用するなど、「まちの案内所
町田ツーリストギャラリー」※及びイベント等のPRを行う（4、8、
10、11月を予定）。

※「まちの案内所 町田ツーリストギャラリー」：ぽっぽ町田内にあ
る、町田市観光コンベンション協会が運営する観光案内所

②効果的なシティセールスを展開するため、これまでに効
果的に情報を発信できた事例を集め、そのノウハウを記載
した情報発信マニュアルを作成する。

③街歩きをする観光客や市民の多くの方が目にする機会
がある媒体に、観光情報の掲載が可能か検討する。

部名

観光振興事業事業の名称

経済観光部 観光まちづくり課課名

評価
結果

各評価人の評価 改善すべき項目総合評価

改善すべき

よく取り組んでいる ２人

改善すべき ７人

大いに改善すべき ０人

廃止すべき ０人

0

4

1

3

9

3

0 0市民にとっては地域に愛着を感じ住み続けたくなるような、
来訪者にとっては何度も訪れたくなるようなまちを実現する。

事業の
目指す
べき姿


